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2呈)不明熱を茎数とした肝内胆管癌の 1例
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68歳男性.発熱で近医受診し.胆道感染症ハ疑いで当

て丸院.入院時胆管系酵素上昇を認めるも,腫療マ-カ-

ぼ正常であった.腹部エコ-所見から肝膿壕を疑い,袷

墳するも解熱せず.h･:lRl.肝LIン+所見と生検紐.織よ

り,左葉肝内胆管癌と診断.腹部造影検査で手術の適応

ありとして.手術施行したが,周囲撮器に浸潤が強く.

切除し得ず.発症より約8カ月で永眠された.当院過去

10年間の肝内胆管細胞癌の15例を検討すると,予後は-

駿をこ不良であった.また,主症状に特異的なものはなく,

ALP(7)上昇の割に GOT.GP′T',bil値LT)_卜酎二日∵卜立

たず,早期から硬庵的な糖蜜が必要と考えられた.

22)各種抗生剤,抗菌剤の胆汁車移行

一特に胆汁酸代謝と(7)関連で一

清水 武昭 ･佐藤 攻
大竹 雅広 ･中塚 英樹 (信楽園病院外科~)

胆管炎の病態,分頓.級.織学的特徴は,未解決である.

我々が明らかにした胆管炎重症度分解でもある減黄率b

値と最もよく相関する肝組織所見は,胆管細胞変性で,

この改善には教カ月以上を賓する,この胆管細胞変性を

来す前に胆管炎を治癒させることが重要な課頓となる.

胆管炎の治療は胆汁 ドレナージと抗菌剤投与ですが,抗

菌剤治療にはまだ多くの閤鷹が残されている,胆汁外療

の患者より,抗生剤胆汁率移行と胆汁酸の関係は正の相

関が認められた.つまり病変部は胆汁酸濃度が低値で,

抗生剤の移行もないことに;Ilる.そこで胆汁 ドし十一J

が優先されるが.最近開発されているニ_r-キノロン製

剤や.カノL･バベネム系抗生剤の胆汁･申移行は胆汁中胆汁

酸渡度とは無関係で, ドレナ…ジ不十分でも病変部-の

移行が可能と考えられた.

231総胆管浸潤なく門脈本幹腫項塞栓をきた し

た胆管細胞癌の 1例
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81歳女-性.曝気,発熱.肝障害にて入院.精査Epこて肝

左葉の胆管細胞癌と診断した.一時退院後. 2ケ月後iこ

発熱,食欲不振で再見院.ェコ-,CT 上門脈奉斡及び
右枝に腰痛栓を認め,胆管細胞癌をこよる門脈腰療塞栓と

診断Lた.肺炎を併発し死亡.病理解剖では,腫癌は肝

左葉全体を占める塊状塑胆管細胞癌を屋し,観織学的をこ
は高分化型管状腺癌で,嗣二細胞癌との混合型の要素は認

めなかった.級胆管,右肝内胆管の閉塞はなく,門脈奉

幹から門脈右枝束縛まで腰感観織が充満していた.胆管

細胞癌は肉眼的門脈腰痴塞栓を来すことは殆どなく,棉

な例として報告した.

2射 慢性肝疾患の経過観察中に発見され切除 し
えた胆管 細 胞 癌 の 2症例
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ip二症例1166歳男性.1995年かと:)C型慢性肝炎で通院

中1996年の USで肝 S86こ睡癌を指摘.単純 CT で
低吸収域.造影CTでE)ンプ状古こ造影.MRIT1-WIで
低信号.T2-WIでやや高信号を星した.Coョallgioで

周辺から造影された.肝細胞癌も否定できず腰痛切除術

施行.58をこ直径 2.2cm で 結 節 型 の 胆 管 細 胞 癌 を 認め,

非癌部は肝硬変であった.

二症例2〕69歳男性.1994年よりII'′Lコー-JL性肝硬変

と原因不明の乳廉腹水で経過観察中1996年5月黄痕を

認札 USを施行したところ肝内胆管外側枝の拡張があ

り入院.CT･USで肝内胆管外側下枝 (B3)に腫壕を
認め,肝左葉切除術を施行.B3内.畦に直径 2cm 1+

Ⅱa様の腫垢を認め,papillaryaden(xarcinomaであっ

た.なお非癒部は肝硬変であった.


